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富脚市西富山附近地震探鉱調，査報告

R6sum6’　、

立　　1石’・哲　　夫柴

一R⑭P・rt・血SeismicPrbspec恥g

　　ne我r　West　Toyama
　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坊

　　　　　　by’

　　　　　Tetsuo　T就eishi
　　　＼
　In・rdert・、investigatethe，sub－surface
ト
g
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ried　oht　by　S・S・C・type　seismic　eq』ulpment
－
f or　about40days　from　NovemberP10th　to
December22th，1949．

　The　results　obtained　from　thisきurvey　are

；as　follows：

　1．　The　direction　of　st亡ike　is『about　N．マ▽一

　　　S．E　in　t1】is　area．

　2。・　The　central　part（）f　t｝lis　area　is　sup－

　　　pos合（1to　be　a　little　higher　th耳n　the

　　　later＆1parts・andsothis撮eamμst
　　　be　a　plateau一玉ike　con負guration．

　、3．An段ntidinal　structure　is　surmised　at｝

　　　・thedepth’・f200－400mfr・mtぬe
　　　e＆rth－s壁faceneart血eforthshot
　　　point　on　Ter段machi．1ine。

　　　　　　要　　約
員召禾024益葬11、月　10Hより同年12月『22∫ヨまで糸勺40

月聞冨山市西部西寓1山地域にを於v・て本年アメリヵより喩、

入したS・S・C式反射地震探鉱器を使用して地震探鉱

：を実施した。その結果として次の事実を得た。　、　、
ノ

⇒　本地域に於’く地暦の走向は略北西ザ南東に走為もり
・
、
と
推 定されたゼ

勉
．
、
奉

地域測線下の地下構邉は・倉地状の構廼脅なして・

・お餌，その中央部は築坦で・4こより北西及び南東に

働剛磯いるとξ灘定林た・
3）寺町測線第IV『爆発廊附近の地下300～40σ毎め所

に背斜構邉と思われる反射暦が推定された。　

　　　　　　1．．緒　1醤㌧
昭i和24年11月10臼より同年12月22月まで約

40β聞富山市西方西富山地域の地震探鉱を実施した。’本

調査は石油開発促進委員会の昭和24年度油田地質調査

暑物理探鉱部

計画に從つて行われたものである。調査は筆者の外・村　、

岡秀記，市川金徳，小川健三，耶沢清，細野武男により・

測塗は堀本健衣により，また爆発孔の堀馨は大田一・塚

本由三によつて行われた。

　なおこの調査匠際し種々便宜を与えられた富山県庁，

名古屋通産局に対し厚く感謝の意を表する。

　　　　　2．位置及び交蓮．，’

調査地域は冨山市西部の西富山附近の李原地帯で，北

西は臭羽山丘陵に接し，南東に井田川に接して琉る。

（第1図調査位置函参照）

本地域に至るには高山線西富山駅にて下車すれば直ち

に蓬することができる。赤自動車道路も発連し，北陸線

富山駅前よりバスの便もあり，交通は便利である5

　　　　　　3．地形及び地質
、本調蟹也域の大部分は水田及び畠地で殆んどギ坦であ

る。本地域東部には紳通川が貫流し，富山湾に注ぎ，本

沖積雫野を形成している㌧。從つて本地域に於ては地表よ

り数mにして，第四紀沖積暦の礫暦に達する。濁辺の地

質調査は，既に本所石油課，京都大学理学部地質及び鉱

物学教室等によづて行われた。その結果にょれば，臭羽

、山丘陵におV・て第三紀昊羽山暦及び音川暦群，新山暦が

露出しており，，何れも北西に傾斜している。　、

、剛1嫡東に露出している新江隙こ於ては・相鞭瞬

で40度以上の角度をなしている所もある一方，北西部

を占奴》繰伽暦の鱒渡は小さい設伽丘囎
0南東の李原下の地下構造ぱ不明であつて，これを明が

にする事が，油田構造解明上重要な問題となつている。

　こめ地域の地質層序は，，第四紀も第三紀・與，羽山暦・

』新山暦の順で1臭弱山暦と新山暦とは不整合関係にある。

なお奨羽山暦は軽石質凝茨岩及び礫岩暦であり，新串暦

は砂岩暦である。　，

　　　　　　4．地震、探鉱
　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹

　1）調査目曲
　調査地戴濁辺の地質調査によると1本地域の地下構造

が石油の集積に適する様な構造をなしてV・るのではない

かと想傑される点があるが，本地域は沖積亭野で地下構

造は全く不明であるので，これを明かにするめが本調査

の目的である。

　2）測線闘置及び爆発点

　與初山丘堕の地質調査の結果から推定される地層の鎮
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斜の方向即ち北西一南東に測線をとり・これを寺町測線

とした乙その輌測線上に6個の爆発点を設けた。叉・6『
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の爆発点に於て前述の寺町測線1こ直角な補助測線塗爆

発点を中心としで6奉を選んだg叉丘陵地幣に異つた地

層即ち臭羽出暦及び新山暦の露出している・所に夫々1本

。ずつの補助測線塗とつたが，その目的はその地暦の速度「

を調べるためにとつたものである。叉礫暦¢）厚ざを推定

するために，寺町測線の延長上井田川河畔に，爆発点を作

成した。その測線の長・さは約，800mである。

搬多鑛瓢『謬

　　　　暴懲．

　　　　’ラ㌦」徽寡

第「図　西富山附近地震深鉱測線図

3）．調盗方法　　　　　　　　　　　　　，　　　！

本調査に用いた器械は本年アメリカから轍入された’

S・S・C製の12成分の反射用地震探鉱器竃ある。

本調査は主として反射法を用いて調査した。測点及び
ぽ　　 ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
爆発庫の配置昧寺町濁線に於ては爆発点聞1こ等聞隔（20

m，15m）に測点を配置した。

叉それに直角な補助測線に於七は，爆発点を中心とし

て両側に測点を配置した，測点聞隔は20mと10mの
懸・

ものとがある。これらの配置方法は傾斜り大きV・反射暦

槍出に適しており，ド本地域に於て反射暦の傾斜が相当大
　
し

だるものとの想定のもとに，上記の様な配置方法をとつ

臨・　　　　　　　　轡
た。記録は器械，火藥量の條件を変えて同じ配置で同一・
睡
め爆発点で数檎とり，そのう1ち最もよヤ《も、のを選んで解

析した。

7回の火藥量は5009ヴ1kg働つ為紬醗孔！ま
利根50塑の・一ダ野式試錐機によつて作成した。叉

丘陵地帯の2測線及び礫暦の厚さを推定する』ために，寺

町測線上1測線をとわ，属折法を試みた。とれらの爆発

孔は総てス、コップにより手掘りで作成した。

　4）調鶴畢　　．、　　　．　ぐ
　得もれた調査結果を解析する礁当つては，傾斜法を採・

用した。，初動を用いで表暦補正を行つて反射走時をグヲ

フに落し，’その李均曲線より傾斜角を求めた。傾斜角θ’

、は次の式によつ、て与えられる。…

　　．　　　　　∠T，＿　」駕　卑
　　　sinθ詫　　　　∂一丁一…　一，　’

　　　　　　S　　2Z
　∠Tは2つの池舞計に反射波が到建す資時間ρ差，、、S

はその2つの地震計間の踵離，∠甥は爆発意よりその2っ㌃

の地震計までの距離の李均，oは李均速度ジ．2な敏爆発点

より反射面までの距離，、この場合反射走時の早均曲線を1

　　　　　　　　　　　　　　　1延葦ヤて爆発点り於ける時間を乃とすれ1ぼz＝百70万，

よりZ’は求められる。最も問題になるのは李均速度δ

である。矛を決める材料として前述した様な二，三，の1

、測線をとつて屈折法を行つたのである；が，．それだけから

は決定する事が出來なかつたので，止むを得ず過去の色

、々p資料から要当と考えられる次の値を仮定した石　・

　．殉。＋α30海．∂6－2000卵

●
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第2図　寺町測線地下構造図

＼

hは深さ1σoは表面層の速度で走時睡線より読み≧る

事が出來る。　　　　　　　　　描　　、　　　　　・．

　　　　　　1　叉　　　∬＝一丁矛』cqsθ　、　X講πta皐θ
　　　　　　。2　．

πは圏点の爆発館りの垂薩離知ま聞点の、
爆発点よりの水亭距離－以上の方法で犀射角・反射厚置

を求めた。この計算方法はなお吟昧すべき点瞳あるが，・

大略の傾向をみるには差支えな》。域上の計算を全反射

「走時につ、Aて行つた㊦が， 第昇図でみる。

　第II図に於て実線で示してあるのは，反射相として

良好と認められるものであり，点線で示して昂弓のは不

確実なものである・寺町測線に於ける地下構造は・地下’

略々200～3POm程度の所に闘脇§認妨れ・そ緯
第1爆発点ま「り第III爆発点まで南東に向V・昇り勾配を

示し，それより略準坦となり，交第V爆発点より南車

に向い降り勾配を示し，即ち台地妖の構邉をなしている

と推定された。．又窮IV燦発点附近の地下』300ん400m

附近に一つの反：射暦が認められ，’脊斜構造をなしている

のではないかと推定されたo

　それ以下の深さに於ても反射暦らしきものが認められ

る魁調1が余狼鰹廼融これセ4？いて騰案・
憐ザ簿い様帰慰われ為1：叉！先に述べた台弛状の構邉は弛

質暦序より推定される深さから考えれば，大体音川暦群’

の下部に当るのではないかと思われる，。叉寺町測線に直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9角な補助測線で鱗領斜角が小さい故，地暦の走向は略寺

町測線に直角の方向北東一南西に走つていると推定され

た。

一丘陵地帯にとつた補助測繍こ焚ける屈折法による解析　1

の結果は，何れも2000m／sの速度で期待した程大き’く

なく，叉礫暦の厚さを推定するために行つた測線に於け

る走時曲線も、1・はつぎりした折れ目を見出せず，礫暦の

厚さを推定する事は出來なかつた。

　　　　　　　　5．結　　　論

　今回地震探鉱を実施した結果次の事を推定し得た。

、1。本地域に於てば地暦の走向は略寿北東一南西に走

るものと推定零れた。

　2。地下200～3001n阻近に倉地状の構造が推定きれ

た。その形腕は北西より昇り勾配を示し，・測線の下の中

央附近で耶坦になつており，第V爆発，点附近より南東

へ降り勾配になつている・

　3。寺町測線第IV爆発点附近の地下300～400mの

所に，脊斜構浩と思われる反射騒が推定された。

　今回の調査は期聞の関係上，1本の測線を調査したに

すぎず，地下構造の詳細な推定に関しては今後の調査に’

待づものが多い。

　今後の調査としては，本李原全般にわたり重力計によ

る概査を行い，その結果をもととして，更に地震探鉱に

キる精奪を実施する事が墜要と考えら劃る。1

　　　　　　　　　　　　　　　〈昭和24年12月メ
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